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膵瘍鱚睾

ヽレ

～2月 6 LI朝 , うっすら白い中庭～

理

米 事

山

睦

子

読
書

の
す
す
め

昨
年
十
二
月
、
経
済
協
力
開
発
機
構
か
ら
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
二
〇

一
八
の
結
果
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
と
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
世
界
ト

ッ

プ
レ
ベ
ル
を
維
持
、
読
解
力
は
前
回
よ
り
統
計
的
に
有
意
に
低
下
と
の
結
果
で

し
た
。
そ
し
て
、
読
解
力
に
つ
い
て
は
、
本
や
新
聞
を
よ
く
読
む
生
徒
と
読
ま
な
い

生
徒
の
平
均
点
に
は
統
計
的
な
有
意
差
が
あ
り
、
読
書
を
肯
定
的
に
と
ら
え
る

生
徒
ほ
ど
得
点
が
高
い
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

読
書
と
学
力
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
関
係
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
最
近
の
子
ど
も
た
ち
の
読
書
実
態
は
ど
う
な

っ
て
い
る
で
し
よ
う
か
。

「
朝

の
読
書
」
が
提
唱
さ
れ
て
三
十
年
以
上
た
ち
ま
し
た
。
朝
の
読
書
推
進

協
議
会
に
よ
れ
ば
、
新
潟
県
の
実
施
率
は
、
今
年

一
月
現
在
、
小
学
校
８８
％
、

中
学
校
９２
％
、
高
校
２５
％
で
、
確
実
に
普
及
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴

っ

て
読
書
量
も
増
え
て
い
る
で
し
よ
う
か
。

ま
た
、
学
校
の
図
書
館
は
、
司
書
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
活
躍
も
あ
り
、

と
て
も
魅
力
的
な
場
所
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
足
を
運
ぶ
子
ど
も
た
ち
は
増

え
て
い
る
で
し
よ
う
か
。

国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
等

の
各
種
調
査
に
よ
れ
ば
、
懸
念
さ
れ
る
読
書

実
態
も
あ
る
よ
う
で
す
。
今
後
も
読
書
環
境
を
整
え
、
読
書
習
慣
を
身
に
つ
け

さ
せ
て
イ
ン
プ

ツ
ト
す
る
量
を
増
や
し
、
国
語
の
授
業
で
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
す
る

力
も
磨
き
、
読
解
力
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
春
、
い
よ
い
よ
小
学
校
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実
施
と

な
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
等
の
充
実
、
主
体
的

・
対
話
的
で
深

い
学

び
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
、
そ
し
て
、
働
き
方
改
革
等
や
る
べ
き
こ
と
は
山

積
し
、
学
校
課
題
は
複
雑
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
忙
し
い
日
々
だ
か
ら
こ
そ
、
朝
読
書
も
図
書
館
利
用
も
と
き
に
は
、

師
弟
同
行
、
率
先
垂
範
で
読
書
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

私
は
、
昨
年

一
月
か
の
始
め
た
読
書
通
帳
に
読
書
履
歴
が
増
え
て
い
く
こ
と

を
励
み
に
、
図
書
館
利
用
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
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T和 2年 3月 10日 新 潟 教 育 会 報 第 92号 (2)

夏
季
大
学
講
座

教
師
や
社
会
人
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
機

会
と
す
る
た
め
に
、
教
育
に
関
す
る
原
理
的
研

究
や
教
育
課
題
解
決
の
方
策
及
び
社
会
問
題
等

に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
実
施
し
た
。

○
講
師
　
赤
阪
　
清
隆

様

（公
財
）
フ
ォ
ー
リ
ン

・
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
理
事
長

○
演
題

「
こ
う
す
れ
ば

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が
育

つ
」

一一
事
業

期
　
日

〈
本
　
　
社
物

参
加
者

期
　
日

〈
バ
　
　
担
物

参
加
者

８
月
４
日

（日
）

朱
鷺
メ
ッ
セ
　
国
際
会
議
室

約
５４０
人

こ
の
講
座
の
特
徴
は
、
参
加
型
の
研
修
、
受

講
選
択
制
の
研
修
、
す
ぐ
に
役
立
つ
研
修
の
三

つ
で
す
。
本
年
は
、
二
講
座
を
実
施
し
た
。

同
国
□

「小
学
校
外
国
語
科
の
授
業
づ
く
り

ヽ
外
国
語
科
の
授
業
で
大
切
に
す
る
こ
と
～
」

講
師
　
村
上
　
大
樹

様

新
潟
市
小
学
校
英
語
教
育
推
進
リ
ー
ダ
ー

新
潟
市
立
味
方
小
学
校
　
教
頭

■
■
■
■
■
■
■
■
１

一第
二
諄旧
円
一

「道
徳
科
の
授
業
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

ヽ
模
擬
授
業
を
通
し
て
道
徳
科
の

授
業
づ
く
り
を
考
え
る
～
」

講
師
　
吉
原
　
修
英

様

新
潟
市
教
育
委
員
会

学
校
支
援
課
嘱
託
指
導
主
事

ヽレ

７
月
２８
日

（日
）

新
潟
教
育
会
館

延
べ
５１
人

～
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
し
て
～

参
加
者

８
月
２９
日

（本
）

新
潟
教
育
会
館

３
人

講
師

佐
藤

隆
夫

様

教
育
委
員
会
嘱
託
指
導
主
事

学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
聴

い
て

ほ
し
い
と
思

っ
て
い
る
が
、
大
人
の
方
は
つ
い

つ
い
、
説
教
調
に
な

っ
て
し
ま
う
ｃ

こ
れ
ら
の
現
状
を
ふ
ま
え
、
子
ど
も
の
気
持

ち
を
受
け
と
め
る
効
果
的
な
話
の
聴
き
方
に
つ

い
て
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
し
て
研
修
会
を
実

施
し
た
。

会 期

場 日

`ヽ レ

期
　
日

／、ム
　
　
担
物

参
加
者

気
が
か
り
な

子
ど
も
、
指
導

に
苦
慮
す
る
子

ど
も
、
保
護
者

等

へ
の
教
育
相

談
的
対
応
や
支

援
方
法
。
子
ど

も

・
保
護
者
と

の
信
頼
関
係
づ

く
り
。
ご
自
身

の
人
間
関
係
力

の
改
善
と
向
上

に
役
立

つ
心
理

臨
床
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
実
習

（体
験
研
修
）

を
実
施
し
た
。

６
日
（犬
）

受

付

彎

講

ま

ン

匂
児
↓

オ

テ

ン

着

　

替

西実ブ一　
４

グ
昼食 グルーブ実習2

食

会親

夕

懇

７
日
（水
）

朝

食 グループ実習3 昼食 グループ実習4 食
蜘
夕
鄭

８
曰
（木
）

軒

食
グルーフ実習5

門

誰

ゴ

８
月
６
日

（火
）
～
８
日

（本
）

じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館

２１
人

日程の概要
9130 10:30

9:00

1 11:50(終 了)
11:20

教
師
カ
ア
ッ
プ
講
座

1第 11回

保
護
者
の
子
育
て
講
座

教
育
相
談
研
修
会

第45回

18:00
10:00

9100
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(3)第 92号 新 潟 教 育 会 報 令和 2年 3月 10日

／
　
　
　
　
○
出
品
部
門
及
び
出
品
数

」
　
　
　
　
　
日
本
画

（１０
γ
洋
　
画

版
　
画

（６
Ｙ
彫
　
塑

工
　
芸

（１５
）
・書
　
道

写
　
真

（
１７
）

○
出
品
総
数
　
　
　
１０５
点

○
入
場
者
数
　
　
　
９２６
人

一　
磯
一一一一一一一一一一一一一艤
一一一一一一一一一一褥
一一一ｍ
　
　
　
　
　
ヽ
●

―
‐‐…………‐―

．．一熔蒻
晰
一一

第
２３
回
教
美
展

期
　
日
　
９
月
１２
日

（本
）

～
９
月
１９
日

（本
）

会
　
場
　
新
潟
県
民
会
館

（ギ
ャ
ラ
リ
Ｉ
Ａ
）

作
品
鑑
賞

・
解
説
会

９
月
１４
日

（土
）

教
職
員

（退
職
教
員
を
含
む
）

等
に
美
術
作
品
の
発
表
と
鑑
賞

・

技
術
向
上
の
機
会
と
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
多
く
の
鑑
賞
者
に

生
涯
学
習
や
、
豊
か
な
心
の
教
育

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
美
術

展
を
開
催
し
た
。

特
別
支
援
教
育
の
助
成

選
考
委
員
会
　
　
１０
月
８
日

（火
）

理
事
会
で
決
定
　
Ю
月
１２
日

（土
）

助
成
金
授
与
式
　
Ｈ
月
２２
日

（金
）

（会
　
場
　
　
新
潟
教
育
会
館
）

県
内
小

・
中
学
校
の
特
別
支
援
教
育
諸
学
校

の
６
校
に
、
各
５
万
円
を
助
成
し
た
。

《助
成
校
》

○
糸
魚
川
市
立
糸
魚
川
小
学
校

○
十
日
町
市
立
十
日
町
小
学
校

○
阿
賀
野
市
立
水
原
小
学
校

○
新
潟
市
立
大
鷲
小
学
校

〇
小
千
谷
市
立
小
千
谷
中
学
校

○
新
潟
市
立
木
戸
中
学
校

昭
和
４７
年
以
来
本
年
度
ま
で
、
助
成
し
た
学

校
は
、
３７４
校
に
及
ん
で
い
る
。

当
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
県
内
の
特
別
支
援

「
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
」
「新
規
配
架
」
「
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
」
に
引
き
続
き
、
Ю
月
１６

日
に

「保
存
し
な
い
資
料
等
の
廃
棄
」
を
実
施

し
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
資
料
室
が
い
く
ら
か
広

く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

Ｌ

教
育
に
努
力
さ
れ
て
い
る
学
校
に
対
す
る
助
成

を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

繭
・
難
一
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鯵
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ゞ
・ヽ
会
務
報

〈平
成
３１
年
〉

４
月
１２
日
０
　
会
計
監
査
会

４
月
１９
日
因
　
第
１
回
連
絡
会

４
月
２０
日
由
　
第
１
回
理
事
会

鶴
.鶉

餃隕∫

（占
（）

（
３６

）

（
３

）

（
１８

）

鼈嘔
一

《資
料
選
定
委
員
会
》

斎
藤
寿

一
郎

（委
員
長
）

伊
藤
　
　
充
　
羽
入
　
正
路

熊
倉
　
忠
夫
　
樋
口
　
光
栄

五
十
嵐
幹
郎
　
岩
田
す
み
江

濱
中
　
力
也

宮
川
由
美
子

〈令
和
元
年
〉

５
月
１０
日
３

５
月
１１
日
山

５
月
Ｈ
日
出

６
月
４
日
ω

６
月
２５
日
０

６
月
２７
日
閑

７
月
３
日
因

８
月
１７
日
田

８
月
２９
日
困

１０
月
８
日
閃

１０
月
９
日
凶

１０
月
１０
日
閑

〈令
和
２
年
〉

１
月
２５
日
ω

１
月
２７
口
囁

２
月
１９
口
巾

２
月
２９
日
Ш

３
月
３
日
ω

３
月
７
日
０

6
月
22
回
1+|

121211 10
月 月 月 月
12 4 1612
日 日 日 日
内 ¨ 00

第
２
回
連
絡
会

第
１
回
評
議
員
会

（定
時
評
議
員
会
）

第
２
回
理
事
会

元
年
度
事
業
案
内
、
刊
行
物
等

発
送
作
業

「第
２３
回
教
美
展
」

第
１
回
実
行
委
員
会

「報
告
書
」
冊
子
発
刊

第
３
回
連
絡
会

第
１
回
資
料
選
定
委
員
会

「第
２３
回
教
美
展
」
小
委
員
会

第
４
回
連
絡
会

特
別
支
援
教
育
助
成
校
選
考
委
員
会

第
２
回
資
料
選
定
委
員
会

第
５
回
連
絡
会

第
３
回
理
事
会

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
説
明
会

第
３
回
資
料
選
定
委
員
会

第
６
回
連
絡
会

「第
２３
回
教
美
展
」

第
２
回
実
行
委
員
会

第
７
回
連
絡
会

第
４
回
資
料
選
定
委
員
会

「第
２４
回
教
美
展
」

第
１
回
小
委
員
会

第
８
回
連
絡
会

第
４
回
理
事
会

第
２
回
評
議
員
会

教
育
資
料
室
の
運
営
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教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

現
職
の
皆
さ
ん
の
教
師
力

・
授
業
力
の
向
上

や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た

め
、
令
和
元
年
度
は
４１
件
の
要
請
に
対
し
て
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
た
。
今
年
度
、
当

研
究
所
に
登
録
し
て
い
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
‐１２

名
で
あ
る
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
リ
ス
ト
を
ご
覧

い
た
だ
く
と

お
分
か
り
の
よ
う
に
、
そ
の
支
援
分
野
は
多
岐

に
わ
た

っ
て
い
る
。
経
験
と
識
見
豊
か
な
教
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
大

い
に
活
用
願
い
た
い
。

派
遣
の
傾
向

〈派
遣
内
容
〉

校
内
研
修
が
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い

る
。
授
業
研
究
の
指
導

・
助
言
、
講
話
な
ど
で

あ
る
。
月
別
派
遣
実
績
で
は
８
月
と
Ｈ
月
が
そ

れ
ぞ
れ
７
件
と
多
か
っ
た
。
ｎ
月
は
研
究
発
表

会
の
指
導
で
あ
る
が
、
８
月
は
先
生
方
が
じ

っ

県
内
の
小

。
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
教

職
員
の
優
れ
た
研
究
実
践
や
研
究
成
果
を
広
く

紹
介
し
、
読
者
で
あ
る
教
職
員
の
研
究
意
欲
と

資
質
。指
導
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
「教
育

研
究
論
文
集
２５
集
」
を
発
行
す
る
。

本
年
度
は
第

一
年
次
で
、
発
刊
は
次
年
度
で

あ
る
が
、　
一
般
公
募
を
行

っ
た
結
果
、
２８
人
の

応
募
が
あ

っ
た
。

「教
育
研
究
論
文
集
２５
集
」
の
発
刊

4月 3
5月 2

6月 6
7月 6
8月 7

9月 4
10月 3
11月 7

12月 2

1月 0
2月 4
3月

計 41

月別派遣実績

令和2年 1月 28日現在

く
り
研
修
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か

ら
だ
ろ
う
か
。

〈派
遣
地
域
〉

新
潟
市
を
含
む
下
越
地
区
は
２７
件
、
昨
年
度

２
件
あ

っ
た
佐
渡
市

へ
の
派
遣
は
０
件
で
あ

っ

た
ｃ
「
遠

い
か
ら
」
と
躊
躇
せ
ず
、
相
談
し
て

ほ
し
い
。
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
県
内
各
地
に

居
住
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
、
「
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
リ
ス
ト
」
に
目
を
通
し
て
ほ
し
い
。

〈派
遣
の
実
際
〉

「
新
潟
教
育
研
究
所
」
の
所
報
第
４３
号
に
、

今
年
度
派
遣
し
た
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

「
ア

ド
バ
イ
ス
日
記
」
並
び
に

「
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
要
請
し
て
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

「
教
育
調
査
報
告
書
」
は
、
様

々
な
教
育
課

題
に
つ
い
て
、
教
職
員
や
保
護
者
の
意
識
や
実

態
を
調
査
し
、
発
刊
を
通
し
て
、
現
状
と
改
善

の
方
法
を
提
案
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

る
。
第
８
号
の
発
刊
は
、
都
合
に
よ
り
６
月
に

予
定
し
て
い
る
。

有
意
で
適
時
生
の
あ
る
教
育
諸
事
情
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
広
報
誌
で
発
信
し
た
。

・
「教
育
会
報
」
（年
３
回
）

。
「教
育
研
究
所
報
」
（年
３
回
）

。
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

。
「要
覧
」
等ヽ

ヽレ

「教
育
調
査
報
告
書
」
の
発
刊

教
育
情
報
の
発
信

教
育
会
館
の
活
用

新
潟
教
育
会
館
の
研
修
室
、
資
料
室
を
教
育

研
究
団
体
や
要
請
の
あ

っ
た
団
体
に
貸
与
し
、

施
設
の
活
用
を
図

っ
た
。

・
使
用
団
体
　
延
べ
二
四

一
団
体

・
使
用
者
　
　
延
べ
三
七
九
三
人

※
２
月
末
日
現
在

ダず

第
２４
回
教
美
展
の
開
催
に
つ
い
て

新
潟
県
民
会
館
が
、
９
月
１２
日
か
ら
来
年
の

３
月
３１
日
ま
で
、
大
規
模
改
修
の
た
め
、
全
館

休
館
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
開
催
時
期
が
下
記
の
よ
う
に

大
幅
に
早
ま
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
作
品
の
準
備

等
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｏ
期
　
日
　
′、「
和
２
年
６
月
９
Ｈ

（火
）

ヽ
６
月
１５
日

（月
）

０
搬
　
入
　
令
和
２
年

６
月
８
日

（月
）

○
出
品
中
し
込
み
令
和
２
年

４
月
３０
回

（本
）

`ヽ

轟
秦醸
一機轟一議
鷺
甕
一跛
轟
は
一

○
第
２４
回
教
美
展

・
６
月
９
日

（火
）
～
１５
日

（月
）

・
新
潟
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
Ｉ
Ａ

（３
Ｆ
）

○
夏
季
大
学
講
座

・
８
月
１
日

（日
）

。
朱
鷺
メ
ッ
セ

○
第
４６
回
教
育
相
談
研
修
会

・
８
月
６
日

（本
）
～
７
口

（金
）

・
じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館

※

一
泊
二
日
の
研
修
と
な
り
ま
す
。

○
保
護
者
の
子
育
て
講
座

・
要
請
に
基
づ
い
て
開
催
す
る
。

・
新
潟
教
育
会
館
な
ど
予
定

本
号
は
、
本
年
度
の
会
務
及
び
事
業
の
報
告

を
中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
当
初
計
画

し
た
事
業
等
が
無
事
に
実
現
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

新
潟
教
育
会
館
は
、
月
曜
日
を
除
く
、
平
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
館
し
て
お

り
ま
す
。
土

・
日
の
利
用
も
可
能
で
す
の
で
、

大

い
に
ご
利
用
下
さ
い
。

・ ・  コ
"躊
:   ・・ ｀｀ 義` “

ヽ

●
第
１２
回
教
師
カ
ア
ッ
プ
講
座

・
７
月
％
日

（日
）

・
新
潟
教
育
会
館


